
 

 

 



セントライト記念は、前走ダービー負け組が高確率で馬券になるレース。 

広く直線の長い東京２４００ｍと、狭く直線が短い中山２２００ｍでは、 

おのずと求められる能力が大きく異なるのがその一因でございましょう。 

 

そもそも、世代の中で１８頭しか出走できないダービーに 

結果はともかくとして、コマを進められたと言うだけで 

普通のトライアルレースでは格上の存在でもある訳でございますな。 

 

◎７番タイトルホルダーは、父がドゥラメンテで、 

母父がサドラーズ系のモチベーターと言う配合馬。 

母系にスピード強化血統を持つことが必須とも言える 

ダービーで、母父サドラーズは鬼門の血統。 

これは苦戦して当然の血統構成。 

 

今回は、直線の切れ味よりも、最後までバテない 

スタミナ・持久力が求められる舞台。 

人気ではありますが、逆らえないなら本命に。 

 

○１３番グラティアスは、ハーツクライ×母父ダンチヒ系の配合で、 



この配合はコース相性が非常に宜しゅうございまする。 

ハーツクライのような、母系から欧州血統の影響を、 

強く受けた種牡馬の産駒の場合、母系にスピード志向の血を 

補完されている事で、このコースでの好走率が上がります。 

 

ダービーでは８着に負けましたが、母はアルゼンチンの 

Ｇ１ヒルベルトレレナ大賞（芝２２００ｍ）を勝っており、 

半姉レシステンシア（父ダイワメジャー）は１４００ｍ重賞を 

レコード勝ちしている「非根幹適性」の高い牝系でございます。 

 

父ハーツクライの成長曲線を考慮すれば、 

３歳秋以降に本格化する可能性は十分で、 

晩成タイプは完成期を迎えると、母系の適性を 

前面に出して来ることも非常に良く有るパターン。 

少々過剰に人気しておるようにも思えますが、 

ここでの変わり身に期待したいと考えまする。 

 

▲１２番ソーヴァリアントは、かつて当コースの上位種牡馬であった 

ステイゴールドの後継種牡馬オルフェーヴル産駒でございますな。 

母父がロベルト系シンボリクリスエスと言う事で、配合的には 



少々スピードに欠けるイメージではありますが、母も半姉も 

マイルＧ１でも好走していたスピード能力のある牝系。 

 

札幌で連勝し、不良馬場の当コースで勝っているあたり 

パワーと持久力に優れたタイプの可能性もありますが、 

能力はメンバー上位であり、軽視は危険かと・・・ 

 

★１４番ワールドリバイバルは、牡馬のコース複勝率５割を誇る 

エピファネイア産駒で、母父にＰサンデー系アグネスタキオンの配合馬。 

 

ややパワーに比重の傾くエピファネイアを父に持つ場合、 

このコースでは母父にスピード型のサンデー系を持つのが理想的。 

 

実際、エピファ×Ｐサンデーの配合馬は 

当コースの複勝率は１００％でございますな。 

 

また、前走ダービー負け組に次いで、 

セントライト記念で成績優秀なのが 



前走ラジオ NIKKEI賞組でもあり、 

何よりも本馬の牝系は、ディープインパクト、 

レイデオロ・レイエンダの兄弟が出ておる優秀な牝系。 

 

そのレイデオロは、当コースのＧ２オールカマー勝ち馬で、 

レイエンダはこのレースの２着馬でございますな。 

 

以下、前走ダービー大敗組（複勝率５７％）の３番・４番と、 

デムーロ殿のコース適性を評価して８番。 

最低でもこの３頭は押さえておきたいところ。 


